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う
一
つ
の
大
き
な
リ
ス
ク
と
考
え
た
た
め
で
す
。
そ
こ
で
学
年
暦
は
そ
の
ま

ま
に
し
て
、
対
面
授
業
を
原
則
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
に
切
り
替

え
ま
し
た
。

　

遠
隔
授
業
へ
の
切
り
替
え
は
、
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
教
員
に
と
っ

て
は
、
そ
の
教
育
方
法
の
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
計
り
知
れ
な
い
不
安
と
動
揺
を
与
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
授
業

準
備
の
た
め
に
、
予
想
以
上
の
努
力
を
重
ね
て
頂
き
ま
し
た
。

　

職
員
も
ま
た
、
学
生
た
ち
の
大
学
生
活
が
で
き
る
だ
け
例
年
に
近
い
形

で
行
え
る
よ
う
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
も
導
入
し
つ
つ
、
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
学
生
の
学
修
環
境
を
守
る
た
め
の
大
学
の
取
り
組
み
に
ご

理
解
賜
り
、
共
に
学
生
た
ち
の
「
今
」
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
後
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
対
面
で
の
教
科
書

販
売
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
書
店
か
ら
学
生
の
自
宅
へ
教

科
書
を
郵
送
し
た
送
料
は
、
全
額
教
育
後
援
会
か
ら
援
助
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
威
キ
ャ
ン
パ
ス
に
加
え
、
今
年
は
総
持
寺

キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
見
事
な
桜
が
咲
き
ま
し
た
が
、

花
見
に
興
ず
る
ど
こ
ろ
か
、
春
学
期
は
外
出
自

粛
の
た
め
に
来
校
を
原
則
禁
じ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
学

生
た
ち
の
大
学
生
活
、
特
に
学
ぶ
機
会
の
保
証

に
つ
い
て
、
ご
心
配
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

春
学
期
を
休
講
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
学
生

た
ち
に
と
っ
て
、
四
年
間
の
う
ち
の
八
分
の
一

を
空
白
に
す
る
こ
と
を
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
も

真
銅 

正
宏

追
手
門
学
院
大
学
学
長

　

さ
て
、
教
育
後
援
会
と
は
、
前
進
で
あ
り
ま
す
「
大
学
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

と
し
て
、
大
学
が
創
設
さ
れ
た
１
９
６
６
年
に
発
足
し
、
現
在
ま
で

そ
の
活
動
を
通
し
て
、
大
学
と
保
護
者
と
の
強
い
連
帯
感
を
生
み
出

し
て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
会
は
、
大
学
の
教
育
方
針
に
則
り
、
学
生
へ
の
福
祉
の
増
進
、

教
育
環
境
の
向
上
及
び
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

教
育
活
動
・
課
外
活
動
・
就
職
活
動
へ
の
援
助
、
大
学
諸
施
設
設
備

へ
の
協
力
、
奨
学
金
の
給
付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
例
年

で
は
、
保
護
者
の
皆
様
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
保
護
者
の
た
め

の
就
職
講
演
会
、
見
学
懇
親
会
な
ど
幅
広
い
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実

施
し
、
皆
様
に
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け
て
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
大
学
の
一
層
の
発
展
と
お
子
様
方
が
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
深
い
ご
理
解
と
あ
た

た
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
度
教
育
後
援
会
会
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
笠
間
優
雄
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
お
子
様
の
追
手

門
学
院
大
学
へ
の
ご
入
学
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
保
護
者
の
皆
様
を
追

手
門
学
院
大
学
教
育
後
援
会
の
新
会
員

と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
を

受
け
、
例
年
と
は
か
な
り
様
子
の
異
な

っ
た
新
学
期
の
幕
開
け
と
な
り
、
お
子

様
及
び
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

笠
間 

優
雄

教
育
後
援
会
会
長

新
会
員
の
皆
さ
ま
へ

保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

成熟社会研究所
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私
た
ち
樽
本
、下
出
、細
越
、乾
の
４
名
は
２
０
１
９
年

度
を
も
ち
ま
し
て
４
年
間
の
教
育
後
援
会
の
役
員
の
任
期

を
終
了
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。本
来
な
ら
ば
総
会
に

て
御
挨
拶
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
総
会
開
催
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
の
で
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

無
事
に
役
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
の
も
、会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、笠
間
会
長
を
は
じ
め
委
員
の

皆
様
、大
学
関
係
者
の
皆
様
、事
務
局
の
方
々
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
新
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
校
と
い
う
追
手
門

学
院
の
歴
史
の
な
か
で
大
事
な
節
目
と
な
る
年
で
、多
く
の

行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、秋
に
は
追
手
門
学
院
大
学
と
追
手
門
学
院
中
・

高
等
学
校
の
初
め
て
の
合
同
学
園
祭
が
開
催
さ
れ
、私
ど
も

教
育
後
援
会
も
中
・
高
の
委
員
の
皆
様
と
協
力
し
追
手
門

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
和
菓
子
や
お
弁
当
の
販
売
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。初
め
て
の
共
同
作
業
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、多
く
の
委

員
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　

教
育
後
援
会
の
活
動
は
大
学
教
育
、学
生
へ
の
福
祉
、環

境
整
備
の
援
助
で
ご
ざ
い
ま
す
が
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、在

校
生
と
そ
の
保
護
者
の
方
々
、ま
た
、卒
業
生
と
そ
の
保
護

者
の
方
々
の
ご
縁
を
大
事
に
追
手
門
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
の

力
を
よ
り
一
層
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
場
で
も
あ
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

社
会
変
容
は
大
学
教
育
に
も
大
き
く
影
響
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、今
後
の
大
学
と
教
育
後
援
会
の
ご
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

退
任
に
あ
た
っ
て

本会の会計について、大学が事務を代行しているため、
会計を１名から２名とし、うち１名には財務課長を充てることが承認されました。

規約一部改正

※前年度繰越金は総会資料で「47,208,992円」と記載しておりましたが、
　「61,619,360円」の誤りでした。
　謹んでお詫び申し上げ、修正して報告させていただきます。

(単位：円)　

渉 外 費 100,000 300,000 △200,000 新キャンパス竣工御祝ほか

会 議 費 100,000 600,000 △500,000 新会員歓迎会、教育振興会の集いほか

会 員 研 修 費 1,000,000 3,700,000 △2,700,000 見学懇親会旅費、おうてもん塾運営費　

総会、保護者のための就職講演会、学園祭出店など

16,250,000 16,250,000 0学生奨 金学 助成費

学生関係援助費 40,000,000 33,020,000 6,980,000
課外活動への援助、SPI試験・就職模擬テスト受験料
援助、国際交流事業への援助、食堂朝食援助、図書
購入助成費用、緊急事態に対する学生援助等

会 報 作 成 費 1,000,000 700,000 300,000 会報発行費（年1回)

記 念 品 費 5,357,000 5,310,000 47,000 入学・卒業記念品の贈呈
入学＠310円×2,200人 卒業＠2,750×1,700人

慶 弔 費 500,000 700,000 △200,000 祝金及び弔慰金・供花など

通 信 費 2,500,000 2,000,000 500,000 会報郵送料、各種案内状郵送料（総会冊子）、電話料他

事 務 費 1,000,000 1,300,000 △300,000 事務用品､封筒、ｺﾋﾟｰ代､会報･案内状封入作業代ほか

広 報 費 250,000 250,000 0 ホームページの維持・更新料ほか

雑 費 1,000 25,000 △24,000 残高証明書発行手数料

寄 付 金 1,200,000 1,200,000 0 教育後援会事務の委託にかかる経費補填

予 備 費 1,000,000 3,000,000 △2,000,000

当年度支出合計 70,758,000 68,855,000 1,903,000　

次年度繰越金 57,501,860 47,208,992 10,292,868

支出の部合計 128,259,860 116,063,992 12,195,868

500,000 500,000 0教育・就職講演会援助費

科　　　目　　

科　　　目　　 予算額 前年度予算額 差　　異 備　　　　　　　考

　　収　入　の　部

　　支　出　の　部

会 費 66,640,000 71,450,000 △4,810,000 ＠10,000円×5,576名・＠5000円×2,176名
（2020年5月1日現在）

会員研修参加費 0 1,000,000 △1,000,000 見学懇親会参加費(教育後援会95名、学校関係者5名）

受取利息配当金 500 1,000 △500 預金利息(2019年度実績　528円)

当年度収入合計 66,640,500 72,451,000 △5,810,500

前年度繰越金 61,619,360 43,612,992 18,006,368

収入の部合計 128,259,860 116,063,992 12,195,868

給付奨学金1,125万円(@375,000円×30名）、
修学援助給付奨学金500万円(@50万円×10名)

予算額 前年度予算額 差　　異 備　　　　　　　考

2020年度教育後援会収支予算書
<2020.4.1～2021.3.31>

今年度は、新型コロナウイルス対応のため緊急事態発生時の学生支援を新規で追加し、
例年開催している「見学懇親会」と「おうてもん塾」は開催しない事業計画を策定し、
原案のとおり承認されました。

２０２０年度 事業計画及び収支予算書

会計監査　下出　京子

会計監査　安藤　実紀子

会長　笠間　優雄

会計　細越　雅子

会計　菊地　玉喜

2019年度教育後援会の会計について監査の結果、
すべて適正、かつ正確であることを認めます。
2020年5月16日
追手門学院大学教育後援会

上記のとおり報告いたします。

2020年5月16日
追手門学院大学教育後援会

(単位：円)　

300,000 129,762 170,238 総持寺キャンパス内覧会手土産

600,000 63,244 536,756 会議用お茶、教育振興会の集い参加費ほか

3,700,000 2,148,808 1,551,192 見学懇親会旅費、おうてもん塾運営費　
500,000 512,094 △12,094 総会および合同学園祭模擬店出店にかかる経費

16,250,000 10,625,000 5,625,000

33,020,000 31,826,959 1,193,041
課外活動への援助、就職模擬テスト受験料・試験対
策講座援助、国際交流事業への援助、食堂朝食援助
、BYOD推進のため設備援助、新キャンパス図書

700,000 336,960 363,040 会報105号（7月発行)

5,310,000 4,903,405 406,595

700,000 255,900 444,100

1,460,8992,000,000 539,101 会報郵送料、各種案内状郵送料、電話料ほか

439,9911,300,000 860,009 事務用品､封筒、ｺﾋﾟｰ代､会報･案内状封入作業代ほか 

119,212250,000 130,788 ホームページの維持・更新料ほか

43225,000 24,568 残高証明書発行手数料

1,208,4941,200,000 △8,494 教育後援会事務の委託にかかる経費補填、合同学園祭模擬店売上金
03,000,000 3,000,000

54,031,16068,855,000 14,823,840

61,619,36047,208,992 △14,410,368

115,650,520116,063,992 413,472

入学記念品(クリアファイル)
卒業記念品(ペーパーウエイト・印鑑）の贈呈

祝金及び弔慰金・供花など

(収 入 の 部)

(支 出 の 部)

71,450,000 70,760,000 690,000 ＠10,000円（在学生5,176名、編入生26名、新入生1,874名）

1,000,000 1,147,000 △147,000 見学懇親会参加費

1,000 528 472

72,451,000 72,037,528 413,472

43,612,992 43,612,992 0

116,063,992 115,650,520 413,472

0 130,000 △130,000 合同学園祭売上雑　　収　　入

渉 外 費

会 議 費

会 員 研 修 費

学生奨 金学 助成費

学生関係援助費

会 報 作 成 費

記 念 品 費

慶 弔 費

通 信 費

事 務 費

広 報 費

雑 費

寄 付 金

予 備 費

当年度支出合計

次年度繰越金

支出の部合計

教育・就職講演会援助費

会 費

会員研修参加費

受取利息配当金

当年度収入合計

前年度繰越金

収入の部合計

給付奨学金562万5千円(@375,000円×15名）
※2019年度は給付時期変更により秋学期のみ支給
修学援助給付奨学金500万円(@50万円×10名)

科　　　目　　 予算額 決算額 差　　異 備　　　　　　　考

2019年度教育後援会収支計算書
<2019.4.1～2020.3.31>

原案の通り承認されました。

２０１９年度 収支決算報告及び会計監査報告

 

会
長
（
１
名
）

　

笠
間 

優
雄
（
国
際
教
養
／
１
年
）

 

副
会
長
（
２
名
）

　

鈴
木 

兼
恵
（
社
会
／
３
年
）

　

西
尾 

安
奈
（
経
営
／
２
年
）

 

会
計
（
１
名
）

　

安
藤 

実
紀
子
（
社
会
／
３
年
）

 

会
計
監
査
（
２
名
）

　

野
山 

美
紀
（
国
際
教
養
／
２
年
）

　

森
本 

稔
子
（
国
際
教
養
／
２
年
）

 

委
員
（
18
名
以
内
）

　

菊
地 

玉
喜
（
国
際
教
養
／
４
年
）

　

古
春 

芳
江
（
経
営
／
４
年
）

　

西
川 

良
彦
（
国
際
教
養
／
４
年
）

　

稲
野 

孝
子
（
社
会
／
２
年
）

　

岡
本 

睦
弥
（
心
理
／
２
年
）

　

海
老 

洋
美
（
国
際
教
養
／
１
年
）

　

小
野 

仁
美
（
地
域
創
造
／
１
年
）

　

木
村 

知
美
（
地
域
創
造
／
１
年
）

　

松
井 

智
子
（
経
営
／
１
年
）

　

森
岡 

智
子
（
社
会
／
１
年
）

２
０
２
０
年
度

教
育
後
援
会
役
員

見
学
懇
親
会
、お
う
て
も
ん
塾
な
ど
の
各

行
事
を
教
育
振
興
会
と
共
催
で
開
催
し
、

連
携
を
深
め
た
。 

４
． 

教
育
振
興
会
と
の
連
携

２
０
１
９
年
11
月
21
日（
木
）四
校
交
流

会
へ
参
加
し
た
。

初
等
中
等
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携

９
）

慶
弔
規
定
に
も
と
づ
く
祝
金

及
び
弔
慰
金
の
給
付

８
）

実
行
委
員
会
を
５
回
開
催
し
た
。２
０

１
９
年
６
月
８
日（
土
）に
会
員
総
会
を

開
催
し
た
。

実
行
委
員
会
、会
員
総
会
の
開
催

７
）

２
０
１
９
年
11
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

の
両
日
、中
高
P
T
A
と
合
同
で
和
菓

子
と
弁
当
の
販
売
店
舗
を
運
営
し
た
。

合
同
学
園
祭
へ
の
参
加

６
）

会
員
の
教
養
を
高
め
る
事
業
と
し
て
、教

育
後
援
会
会
員
、一
般
社
会
人
を
対
象
に

特
別
公
開
講
座「
お
う
て
も
ん
塾
」を
開

催
。フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
赤
井
勝（
あ

か
い
ま
さ
る
）客
員
教
授
を
講
師
に
迎

え
、２
０
１
９
年
11
月
2
日（
土
）14
時

よ
り
追
手
門
学
院
大
学
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
、２
０
１
９
年
度
お
う
て
も
ん
塾

を
開
催
し
た
。

特
別
公
開
講
座

「
お
う
て
も
ん
塾
」の
開
講

５
）

２
０
１
９
年
10
月
10
日（
木
）に
教
育
後

援
会
主
催
、教
育
振
興
会
共
催
で「
宝
塚

歌
劇
の
観
劇
と
宝
塚
ホ
テ
ル
で
の
昼
食

懇
親
会
」を
開
催
し
、追
手
門
学
院
卒

業
生
の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
あ
ま
の
輝
耶
さ

ん
を
応
援
し
た
。

見
学
懇
親
会
の
開
催

４
）

２
０
２
０
年
 2 
月
22
日（
土
）に
就
職
講

演
会
を
開
催
し
た
。

保
護
者
の
た
め
の
就
職
講
演
会
の
開
催

３
）

各
行
事
の
お
知
ら
せ
や
報
告
等
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
の
充
実
を

図
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
通
じ
て
の
会
員
へ
の
広
報

２
）

２
０
１
９
年
７
月
30
日
に
会
報
第
１
０

５
号
を
発
行
し
た
。

会
報
の
発
行（
７
月
）

１
）

３
．大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
、　  

　

  

会
員
相
互
の
親
睦

教
育
後
援
会
事
務
の
委
託
に
か
か
る
経

費
補
填
と
し
て
学
院
へ
寄
付
を
行
っ
た
。

教
育
後
援
会
事
務
の
委
託
に

か
か
る
経
費
補
填

３
）

新
キ
ャ
ン
パ
ス「
ディ
ス
カ
バ
リ
ー
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
」の
図
書
・
雑
誌
へ
支
援
を
行
っ
た
。

大
学
設
備
充
実
の
た
め
の
援
助

２
）

新
キ
ャ
ン
パ
ス
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
に
教
育
理
念

「
独
立
自
彊
・
社
会
有
為
」を
造
作
し
た
。

大
学
新
規
事
業
へ
の
援
助

１
）
２
．大
学
へ
の
援
助

入
学
生
へ
の
入
学
記
念
品
と
し
て
、ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
を
贈
呈
し
た
。卒
業
生
へ
は

卒
業
記
念
品
と
し
て
、印
鑑
と
ペ
ー
パ
ー

ウ
ェ
イ
ト
の
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

入
学
・
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

７
）

春
学
期
、秋
学
期
授
業
期
間
中（
平
日

8
時
30
分
〜
10
時
）に
食
堂
で
販
売
さ

れ
る
朝
定
食
の
費
用
を
一
部
援
助
。今
年

度
よ
り
安
威
、総
持
寺
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス

に
て
実
施
。

朝
定
食
の
費
用
一
部
援
助

６
）

課
外
活
動
団
体
の
大
会
出
場
に
か
か
る

諸
経
費
、学
外
施
設
の
利
用
料
及
び
成

績
優
秀
団
体
へ
の
報
奨
金
等
の
援
助
を

行
っ
た
。

課
外
活
動
に
対
す
る
援
助

５
）

本
会
は
、

１
． 
学
生
の
福
祉
を
増
進
す
る

２
． 

教
育
環
境
の
向
上
に
寄
与
す
る

３
． 

大
学
と
家
庭
の
連
携
及
び
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る

を
目
的
と
し
て
、２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

次
の
事
業
を
実
施
し
た
。

２０１９年度 事業報告

語
学
検
定
料
援
助
、交
換
留
学
生
へ
の
海

外
留
学
準
備
講
座
へ
の
援
助
、交
換
留
学

生
の
活
動
支
援
へ
の
援
助
を
行
っ
た
。

国
際
交
流
活
動
に
対
す
る
援
助

４
）

右
記
テ
ス
ト
受
検
後
、理
解
強
化
と
弱

点
克
服
フ
ォ
ロ
ー
の
た
め
希
望
者
に
実
施

す
る
基
礎
学
力
フ
ォ
ロ
ー
講
座
、筆
記
試

験
対
策
講
座
な
ど
の
援
助
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
、就
職
模
擬
試
験
、

筆
記
試
験
受
検
後
の
対
策
講
座

受
講
料
援
助

３
）

１
年
生
全
員
、３
年
生
を
対
象
に
実
施

し
た
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
の
受
検
料
全
額
援
助

を
行
っ
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
、就
職
模
擬
試
験
、

筆
記
試
験
の
受
検
料
全
額
援
助

２
）

修
学
の
熱
意
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
学
生

を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
０
１
９
年
度
は
給
付
時
期
変
更
に
よ
り
、

秋
学
期
15
名
の
学
生
に
給
付
し
た
。

学
資
支
弁
者
た
る
父
母
ま
た
は
保
証
人

が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
る
家
計
急
変
の

た
め
に
、修
学
を
継
続
す
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
と
な
っ
た
学
生
の
学
費
等
を

援
助
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
０
１
９
年
度
は
10
名
の
学
生
に
給
付

し
た
。

奨
学
金
の
給
付

（
給
付
奨
学
金
及
び
修
学
援
助
給
付
奨
学
金
）

１
）
１
． 

学
生
へ
の
助
成

２
０
２
０
年
度
追
手
門
学
院
大
学
教
育
後
援
会
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

皆
さ
ま
と
一
堂
に
会
す
る
形
式
を
取
り
や
め
、書
面
で
の
審
議
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
書
面
議
決
書
」又
は「
委
任
状
」を
６
月
15
日（
月
）ま
で
に
ご
返
信
い
た
だ
き
ま
し
た
。詳
細
は
次
の
通
り
で
す
。

２
０
２
０
年
度

教
育
後
援
会
総
会
報
告
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基
盤
教
育
機
構
長

梅
村　

修

　

２
０
１
３
年
の
春
か
ら
大
学
の
自
校
教
育
を
担
当
し
て

い
ま
す
。早
い
も
の
で
今
年
で
８
年
目
に
な
り
ま
す
。新
入

生
に
学
院
の
歴
史
と
今
を
知
っ
て
も
ら
い
、少
し
で
も
追
手

門
の
こ
と
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
、こ
の
大
学
で
頑
張
ろ

う
と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
を
も
っ
て
ほ
し
い
、追
大
生
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
と
思
わ
ず
と
も
、せ
め
て
安
心
し
て
ほ

し
い
、そ
の
一
心
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

乾
君
と
の
出
会
い
は
２
０
１
６
年
の
春
学
期
の
追
手
門

Ｕ
Ｉ
論
の
教
室
で
し
た
。15
回
の
授
業
が
終
わ
っ
た
と
き
、一

緒
に
授
業
を
作
っ
て
く
れ
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
学
生
を
募
集
す

る
の
で
す
。「
追
手
門
ソ
ム
リ
エ
」と
い
い
ま
す
。い
の
一
番
に

手
を
挙
げ
て
く
れ
た
の
が
乾
君
で
し
た
。は
じ
め
は
ど
こ
か

生
硬
で
、気
働
き
の
少
な
い
青
年
で
し
た
。正
直
、１
学
期

続
く
か
し
ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。１
年
生
の
秋
学
期
が
終

わ
っ
た
と
き
、彼
は
続
け
た
い
と
言
い
ま
し
た
。２
年
生
の

秋
学
期
の
授
業
に
も
彼
は
い
ま
し
た
。３
年
生
の
と
き
も
、

４
年
生
に
な
っ
て
も
、乾
君
は
ず
っ
と
そ
ば
に
い
て
く
れ
ま

し
た
。結
局
、４
年
間
、彼
は
Ｕ
Ｉ
論
と
と
も
に
あ
り
ま
し

た
。い
つ
の
ま
に
か
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
て「
独
立
自

彊
、社
会
有
為
」を
身
に
つ
け
た
学
生
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

不
器
用
だ
け
ど
一
途
な
乾
君
の
こ
と
を
私
は
心
か
ら
尊
敬

し
て
い
ま
す
。君
の
将
来
に
幸
あ
れ
、そ
う
願
わ
ず
に
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

息
子
は
本
学
で
多
く
の
事
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。御
指
導
を
く

だ
さ
い
ま
し
た
先
生
方
、大
学
関
係
者

の
皆
様
、そ
し
て
先
輩
方
、同
級
生
の

方
々
へ
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
ご
ざ

い
ま
す
。

大
学
で
は
自
分
に
責
任
を
持
ち
、自
ら

行
動
す
る
こ
と
を
学
ん
で
欲
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
し
た
。色
々
な
事
が
起

こ
り
ま
す
が
、「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」

と
申
し
ま
す
よ
う
に
、辛
い
こ
と
の
後

に「
追
手
門
Ｕ
Ｉ
論
」の
先
生
方
と
の

出
会
い
が
あ
り
、息
子
の
大
学
生
活
が

一
変
し
ま
し
た
。

　

自
ら
考
え
積
極
的
に
行
動
す
る
こ

と
を
喜
び
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。先
日
、「
追
手
門
学
院
大

学
で
良
か
っ
た
」と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。親
と
し
て
は
ど
ん
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

よ
り
も
嬉
し
い
言
葉
で
し
た
。

乾　

智
子

先
輩
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、１
年
生
の
秋

学
期
か
ら
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
ソ
ム
リ
エ
）の
仕
事
を
始
め
ま
し

た
。仕
事
内
容
は
色
々
あ
る
の
で
す
が
一
番
大
事
な
の
は
、

先
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、サ
ポ
ー
ト
で
す
。こ
れ
が
き
っ
か
け

で
梅
村 

修
先
生
を
は
じ
め
、東
田 

充
司
先
生
・
清
水 

栄
子

先
生
と
先
輩
方
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て

４
年
間
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
ソ
ム
リ
エ
）で
得
た
も
の
は
、自

分
が
苦
手
だ
っ
た
人
前
で
発
表
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

秋
学
期
か
ら
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
ソ
ム
リ
エ
）を
や
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
出
会
い
ま
し

た
。自
分
が
大
学
に
入
っ
て
困
っ
た
こ
と
を
新
入
生
に
対
し

て
伝
え
る
こ
と
で
少
し
で
も
不
安
な
気
持
ち
を
和
ら
げ
て

あ
げ
る
の
が
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。年
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、昨
年
は
約
20
人
前
後
で
１
チ
ー
ム
作
り
、６
チ
ー

ム
あ
り
ま
し
た
。学
年
学
部
が
違
う
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
１

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
す
る
の
で
、団
結
力
と
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。ソ
ム
リ
エ
も
入
学
前

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
際
や
っ
て
み
る
と
先
輩
や
学
部
を

超
え
た
縦
と
横
の
繋
が
り
が
あ
り
、楽
し
い
時
間
と
達
成

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
向
上
さ
せ
る
機
会
を
与
え
て
も
ら
え
、先
生
方
、先
輩
、

友
人
と
の
信
頼
関
係
を
築
か
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。追
手

門
学
院
大
手
前
中
・
高
等
学
校
か
ら
大
学
ま
で
追
手
門
生

活
は
10
年
に
な
り
ま
す
が
、ソ
ム
リ
エ
で
学
ん
だ
こ
と
で
母

校
に
誇
り
を
持
つ
大
事
さ
に
目
覚
め
ま
し
た
。

　

大
学
生
活
４
年
間
を
通
し
て
人
生
の
価
値
観
が
180
度
変

わ
り
ま
し
た
。自
分
の
考
え
を
先
生
に
伝
え
、自
分
と
は
違

う
先
生
の
考
え
を
聞
き
、よ
り
自
分
の
思
考
を
広
げ
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。充
実
し
た
４
年

間
で
し
た
。こ
の
経
験
を
活
か
し
今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
生
活
４
年
間
の
中
で
一
番
力
を
注
い
で
き
た
学
内

の
活
動
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、追
手
門
Ｕ
Ｉ
論
の
授
業
ア

シ
ス
タ
ン
ト（
ソ
ム
リ
エ
）と
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

１
年
生
の
春
学
期
、追
手
門
Ｕ
Ｉ
論
と
い
う「
追
手
門
の

歴
史
と
今
を
学
ぶ
」と
い
う
自
校
教
育
の
授
業
が
あ
り
ま

し
た
。そ
の
時
に
出
会
っ
た
の
が
梅
村 

修
先
生
で
し
た
。先

生
が
授
業
中
に
授
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
ソ
ム
リ
エ
）を
募
集
し

て
い
て
、先
輩
た
ち
が
授
業
を
作
り
あ
げ
る
た
め
の
手
伝
い

を
し
て
い
る
姿
を
見
て
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
、勇
気
を
出

し
て
申
し
出
ま
し
た
。こ
れ
が
僕
の
人
生
を
変
え
る
一
番
の

転
機
に
な
り
ま
し
た
。

乾　

史
成

国
際
教
養
学
部
ア
ジ
ア
学
科
卒
業
生

先
生
か
ら
の
エ
ー
ル

母
の
思
い

ソ
ム
リ
エ
の
す
す
め

追
手
門
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
の
４
年
間
の

学
び
、成
長
、母
校
へ
の
誇
り
。

そ
の
理
由
と
今
の
思
い
を
、

乾
さ
ん
親
子
に
聞
き
ま
し
た
。

大学生活での学び、
母の思い、
先生からのエール。

06 親子だより 親子だより 05



伝
統
の
キ
ャン
パ
ス

伝
統
の
キ
ャン
パ
ス

経
済
・
経
営
・
社
会
・
心
理

経
済
・
経
営
・
社
会
・
心
理

４
学
部
が
学
ぶ
、

４
学
部
が
学
ぶ
、

11 成熟社会研究所
「若者には若者の成熟がある！」を
スローガンに、若者の自立と社会環
境に関わる調査・研究・提言を行っ
ています。
学生研究員も小豆島プロジェクトな
どで活躍しています！

 P.22→

10 教職支援センター
教職支援センターでは、教員を志
す学生および卒業生に対して、教
職に関する学習支援や教員免許
取得、教員採用試験対策など、教
員養成に必要なさまざまな支援を
行います。

 P.21→

09 国際交流教育課
国際交流教育課では、様 な々
国際交流に関する活動を推進
しています。
留学・国際交流に関するご相
談を随時受け付けています。

 P.20→

English Caf   at Otemon
（E-CO）は、学部問わず利用でき、
語学を楽しく学べる施設です。一人
一人の自律学習をサポートする先
生、留学生、日本人の学生との国際
交流をとおし、社会性も磨
けます。

08 English Cafe at Otemon

07 学生支援課
体育系・文化系合わせ51の公認
クラブがあり、茨木安威キャンパス
にあるグラウンド、体育館、松籟庵
（茶室）、スタジオ等を中心に学内
外で日々 活動しています。
また、追手門学院大学及び教育後
援会は、給付型奨学金を実施して
います。

 P.18→

06 食堂棟
テラス席もある広 と々した食堂は、
２つのフロアがあり、各階それぞれ
おすすめメニューを展開し、品揃
えも豊富です。
一般の方もご利用可能です。

 P.17→

05 将軍山会館
学院・大学の歴史、学生生活、
卒業生などを展示室でご紹介
しています。
大学校友会の基金によって建
設され、教育後援会からは机
や椅子といった備品等のご協
力を賜りました。

 P.16→

04 情報メディア課
学生・教職員向けにICT全般、
あるいはAV設備の利用等につ
いて、日常的なサポートを行って
います。5号館の4階に事務室が
あります。

 P.15→

03 図書館
多くの蔵書と閲覧席を配した開
放感ある閲覧室と、宮本輝ミュー
ジアム、オーストラリア・ライブラリ
ーを付設しています。キャンパス
の中心に位置し、入口は5号館5
階にあります。

 P.13→

02 就職・キャリア支援課

就職や進路に関する支援や個
人相談を行っています。国家資格
を持った相談員が多数おります。
また、専門学校と業務提携して資
　　格取得支援も行っています。
　　全学年が利用できます。

 P.12→

インターンシップやプロジェクト活
動に取組む学生のワーキングス
ペース。また、英語・数学を学習
する学生の支援やレポート、卒業
論文等の指導も行っています。

01 キャリア・アクションコモンズ

 P.11→

食堂棟06

将軍山会館05

キャリア・アクションコモンズ 01

情報メディア課 04

成熟社会研究所11

図書館 03

就職・キャリア支援課02

教職支援センター10

E-CO 08
国際交流教育課09

学生支援課07

 P.19→

08 茨木安威キャンパスマップ 茨木安威キャンパスマップ 07



メインゲートにある学院の教育理念

「独立自彊・社会有為」は

教育後援会から寄贈です。

図書館03

図書館03

情報メディア課04

就職・キャリア支援課02

国際交流教育課09

E-CO08

5F

4F

3F

2F

1F

09 国際交流教育課
国際交流教育課では、様 な々
国際交流に関する活動を推進
しています。
留学・国際交流に関するご相
談を随時受け付けています。

 P.20→

English Caf   at Otemon
（E-CO）は、学部問わず利用でき、
語学を楽しく学べる施設です。一人
一人の自律学習をサポートする先
生、留学生、日本人の学生との国際
交流をとおし、社会性も磨けます。

08 English Cafe at Otemon

 P.19→

06 食堂棟
全面ガラス張りで、明るくゆったり
とした店内には、食堂だけでなく、
カフェ・コンビニ・まちライブラリー
を併設しています。
一般の方もご利用可能です。

 P.17→

04 情報メディア課

安威キャンパスと同様の業務を
行っており、1年生のパソコン利
用サポートを中心に活動してい
ます。3階のアラムナイライブラリー
に事務室があります。

 P.15→

03 図書館
アカデミックアークの中央にあり、
3方向の入口のどこからでもアク
セス可能。二層構造の下層は賑
やかに、上層は静かに学べるス
ペースになっています。

 P.14→

02 就職・キャリア支援課

就職や進路に関する支援や個
人相談を行っています。国家資格
を持った相談員が多数おります。
また、専門学校と業務提携して資
格取得支援も行っています。
全学年が利用できます。

 P.12→

食堂棟06 E-CO08

国際交流教育課09
図書館03 情報メディア課04

就職・キャリア支援課02

地域創
造・国際教養 ２学部が学ぶ、地域創
造・国際教養 ２学部が学ぶ、

１年次生
全学部と

１年次生
全学部と

革新のキャンパス
革新のキャンパス

10 茨木総持寺キャンパスマップ 茨木総持寺キャンパスマップ 09



就職ガイダンス

就職・キャリア支援課が行う学生支援の基幹と
なる行事です。年間の支援行事の説明を中心と
した大学のサポート体制をはじめ、就職活動の
進め方や企業の採用活動の動向など、就職活
動を行う上で必要となる情報を提供します。

A 進路登録

就職や進学などの希望進路に関わらず、全ての
3年生が登録する必要があります。登録された
希望進路等の状況に基づき、効果的な支援を
行っていきます。特に、就職を希望する場合は登
録必須です。

B ＳＰＩ試験

ＳＰＩ試験の対策を行うため、まずは実際の試験
を受検して自身の現状を把握します。多くの企業
で実施されているリクルート社のＳＰＩ試験を採
用しており、より現実的な状況把握が行えます。
試験は無料で受検できます。

C

WEB型合同企業セミナー（インターンシップ）

リーディング企業を中心とした業界大手企業を招い
て、学生の業界研究をサポートします。複数企業によ
る合同形式で実施するため、一日で多くの業界につ
いて理解することができます。また、参加企業におけ
る秋・冬・春のインターンシップ情報も入手できます。

F就職ゼミ

就職ガイダンスで理解した各対策テーマについ
て、少人数形式でのワーク・演習を行うことで就
職活動本番で通用する実践力を身につけます。
自己分析、面接対策、グループディスカッション
対策等について実施しています。

D 優駿塾

業界のリーディング企業や上場・大手企業への就
職を目指す少人数選抜型の特別訓練コースです。
学内選考を経て選抜された塾生は、本プログラムの
ほか他大学生や企業を巻き込んだ合同イベントに
参加するなど、就職活動の実践力や本番力を高め
るための様 な々支援を受けます。

E

就職活動せなドンフェア

就職活動準備に不安のある学生や準備不足の学
生が、一日で様 な々テーマの対策ができる就職活動
フェアです。「エントリーシート対策」、「面接対策」、
「マナー研修」、「業界研究」、「求人紹介」、「メイク講
座」など、個人のニーズに合わせた選択ができます。

G 保護者のための就職講演会・個人相談会

今の学生を取り巻く就職環境についての外部講
師による講演会をはじめ、本学職員による就職実
績や就職支援体制の説明等を行います。また、当
日は個別相談会も同時に実施しています。

IWEB型合同企業セミナー（企業研究）/学内企業説明会

本学への採用意欲が高い企業や採用実績のあ
る優良企業を学内に招いて、企業説明や採用
情報等を伝えてもらいます。ここから内定に繋が
るケースも多く、就職状況に応じて年間に複数回
実施しています。

H

※4年生については、8月以降も以下の支援行事を軸に、
状況に応じて継続的に支援を行っていきます。

◆フォローアップセミナー
◆求人マッチング会
◆キャンパス・ジョブフェア（学内ミニ合説）
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業
採
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現
状
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後
の
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動
の
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方
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２月１月１２月１１月１０月９月８月６月５月

４
年
生

３
年
生

２０２０年度就職支援行事

就職や進路に関する支援や個人相談を行っています。国家資格を持った相談員が多数おります。
また、専門学校と業務提携して資格取得支援も行っています。全学年が利用できます。

どんなところ？

安威キャンパス ： １号館１階 / 総持寺キャンパス ： ２階就職活動や資格取得をサポート！
就職・キャリア支援課０２

キャリア・アクションコモンズは、学生の皆さんの一歩踏み出す“アクション”を支援しています。このような状況でもテレビ会議を通し
て多くの学生と相談しながら一緒に解決していきたいと思っております。ひとつひとつを自分のものにして、理想の将来像に少しで
も近づけるよう支援します。とにかく気軽に相談にお越しください。お待ちしております！

いつでも気軽に相談を！

　

ラ
イ
ティ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
は
、日
本

語
の「
書
く
力
」を
身
に
つ
け
る
た
め

の
施
設
で
す
。事
前
予
約
制
で
レ
ポ
ー

ト
や
、

卒
業
論
文
、プ
レ
ゼ
ン
の
原
稿
な
ど
、

文
章
の
イ
ロ
ハ
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。文
章
作
成
の
プ
ロ
で
あ

る
先
生
や
訓
練
を
受
け
た
学
生
チ
ュ

ー
タ
ー
と
文
章
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
、対
話
し
な
が
ら「
気
づ
き
」を
促

し
て
も
ら
え
ま
す
。「
レ
ポ
ー
ト
の
書

き
方
が
わ
か
ら
な
い
」や「
完
成
し
た

け
ど
自
信
が
な
い
」な
ど
、書
く
前
か

ら
完
成
後
ま
で
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る

場
所
で
す
。文
章
の
添
削
は
行
わ
ず
、一

緒
に
内
容
を
考
え
て
、よ
り
良
い
文
章

作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
対
応
し
て

い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
相
談
す
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
い
。

　

学
習
支
援
コ
ー
ナ
ー
で
は
、学
生

の
み
な
さ
ん
が
実
り
の
多
い
学
び
を

実
現
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、英
語 ･ 

数
学
の

基
礎
学
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
学
生
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

採
用
試
験
に
お
い
て
は
、英
語
・

数
学
の
学
習
が
必
要
で
あ
る
ケ
ー
ス

が
多
く
あ
り
ま
す
。分
か
り
や
す
い

と
こ
ろ
で
は
S
P
I
に
代
表
さ
れ

る
就
職
適
性
検
査
な
ど
、大
多
数

の
企
業
が
、採
用
試
験
と
し
て
何
ら

か
の
学
力
テ
ス
ト
を
課
し
て
お
り
、

公
務
員
試
験
や
教
員
採
用
試
験
に

お
い
て
も

判
断
推
理
、数
的
処
理
、文
章
理
解

等
の
力
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

事
前
予
約
で
講
習
や
個
別
相
談

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、誰
で
も
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。今
年
の
４
月

か
ら
は
W
e
b
で
の
学
習
支
援
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

何
か
ら
勉
強
す
れ
ば
い
い
か
分
か

ら
な
い
、と
い
う
状
態
で
も
大
丈
夫
！

ま
ず
は
相
談
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

今
の
理
解
度
や
つ
ま
ず
き
ポ
イ
ン
ト

を
探
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。将
来
の
た
め
に
コ
ツ
コ
ツ
学
ぶ
、そ

れ
も
ま
た『
ア
ク
シ
ョ
ン
』で
す
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、学
生
が

ミ
ー
ティ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。実
践

型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
な
ど
、特
に
実
社
会
の
テ
ー

マ
に
対
し
て
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
Ｐ

Ｂ
Ｌ（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス
ド
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
）プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

い
る
学
生
達
の
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。大
き
め
の
机
や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
、模
造
紙
や
付
箋
な
ど
の
ツ
ー
ル

を
各
種
揃
え
て
、い
つ
で
も
利
用
が
可

能
な
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。本
格
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ほ
ど
や
り
抜
く
に
は

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
が
、

よ
り
多
く
の

学
生
の

皆
さ
ん
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。キ
ャ
リ
ア
・
ア
ク
シ
ョ

ン
コ
モ
ン
ズ
で
は
、学
生
の
皆
さ
ん
の

そ
の『
ア
ク
シ
ョ
ン
』を
支
援
し
ま
す
。

ライティング
センター

学習支援
コーナー

ワーキング
スペース

予約制

予約制

PBLを支援！

３３
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キャリア・アクションコモンズは、２０１６年にオープンした、キャリア形成にむけた学生の主体的な活動を支援するためのスペースです。 
大きく３つの機能を持っており、 具体的には
① 実践型インターンシップやプロジェクト活動などに参加する学生達が利用できる「ワーキングスペース」 
② ＳＰＩ等の就職適性検査や公務員採用試験等の対策に向けた基礎教科の指導が受けられる「学習支援コーナー」 
③ レポート、卒業論文、プレゼンの原稿等、１対１で文章の指導が受けられる「ライティングセンター」 を備えています。

キャリア形成を支援する３つの機能
インターンシップやプロジェクト活動に取組む学生(主に１、２年生)のワーキングスペース。
また、英語・数学を学習する学生の支援やレポート、卒業論文等の指導も行っています。

インターンシップやプロジェクト活動に取組む学生のワーキングスペース。
また、英語・数学を学習する学生の支援やレポート、卒業論文等の指導も行っています。

安威キャンパス ： 5号館B1階

総持寺キャンパス

安威キャンパス

２０１６年にオープン！学生の主体的な活動を支援します！

キャリア・アクションコモンズ０１

12 就職・キャリア支援課 キャリア・アクションコモンズ 11



開館時間：8：30 ~ 20：30（平日授業期） / Tel: 072-697-8165 / Fax: 072-697-8214 開館時間：9：00 ~ 19：50（平日授業期） / Tel: 072-641-9638 / Fax: 072-643-9786

まちライブラリー＠追手門 サイレント・スペース グループ学習室 アカデミックアリーナ ディスカバリー・プロムナード

食
堂
棟
の
一
角
に
、茨
木
市
を
は
じ
め
、北
摂
各
市
の

生
活
情
報
・
最
新
イ
ベ
ン
ト
開
催
案
内
な
ど
の
多
種

多
様
な
情
報
が
載
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設
置
し
て
い

ま
す
。ま
た
読
書
も
で
き
る
、地
域
に
開
か
れ
た
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

静
か
に
学
べ
る
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
。

壁
面
の
書
架
に
は
多
く
の
図
書
が
並
ん
で
い
ま
す
。

資
料
の
貸
出
・
返
却
の
ほ
か
、文
献
の
探
し
方
な
ど
の

相
談
も
受
付
け
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
学
べ
る
場
所
。

そ
れ
ぞ
れ
８
室（
８
か
所
）あ
り
ま
す
。

ア
ラ
ム
ナ
イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
中
心
。

吹
き
抜
け
の
開
放
感
の
な
か
、本
を
読
ん
だ
り
議
論

を
し
た
り
、自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
学
べ
ま
す
。

教
室
沿
い
の
廊
下
の
壁
面
に
、テ
ー
マ
ご
と
に
並
べ

ら
れ
た
図
書
や
雑
誌
。手
に
取
っ
た
ら
目
の
前
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
す
ぐ
に
読
め
ま
す
。

教
育
後
援
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た「
就
職
・
資
格
関

連
本
」は
２
階
、「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」「
一
般
雑
誌
」は

３
階
に
配
架
し
て
い
ま
す
。

ディ
ス
カ
バ
リ
ー・プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
リ
ー
ナ

カ
ウ
ン
タ
ー

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
追
手
門

サ
イ
レ
ン
ト
・ス
ペ
ー
ス

グ
ル
ー
プ
学
習
室
、ソ
フ
ァ
席

食堂棟 3.5階 3階3階 3階 2～4階

オーストラリア・ライブラリー 宮本輝ミュージアム 閲覧室

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
本
を

借
り
て
読
む
こ
と
が
で
き

る
電
子
図
書
館
で
す
。パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ウ
ェ
ブ

上
で
貸
出
・
返
却
・
延
長
が

で
き
ま
す
。　

※

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
学
生
・

教
職
員
対
象
で
す

授
業
の
空
き
時
間
を
活
用
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
行

う「
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ジ
ョ
ブ（
Ｓ
Ｊ
）」制
度
。図
書

館
で
も
Ｓ
Ｊ
の
学
生
が
配
架
・
書
架
整
理
、蔵
書
点

検
、学
生
向
け
図
書
館
ツ
ア
ー
な
ど
の
業
務
の
一
端

を
担
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
に
豪
日
交
流
基
金
か
ら
資
料
を
寄
贈

さ
れ
開
設
し
た
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
専
門
の
図
書
室

で
す
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
関
す
る
幅
広
い
分
野
の

資
料
を
配
架
し
て
い
ま
す
。

第
一
期
卒
業
生
で
、作
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
宮
本

輝
氏
を
紹
介
す
る
施
設
。愛
用
品
や
直
筆
原
稿
の
常

設
展
示
と
、作
品
の
世
界
を
取
り
上
げ
た
企
画
展

を
年
２
回
開
催
し
、ご
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

開
放
感
あ
る
閲
覧
室
に
は
、多
く
の
蔵
書
と

閲
覧
席
を
配
し
て
い
ま
す
。

L
i
b
r
a
r
i
E

ラ
イ
ブ
ラ
リ
エ

図
書
館
Ｓ
Ｊ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

宮
本
輝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

閲
覧
室

アカデミックアークの中心にあり、3ヶ所の入口から気軽に立ち寄ることができます。
中心に吹き抜けの「アカデミックアリーナ」、3階にはグループワークができる「グループ
学習室」「ソファ席」、3.5階は静かに学べる「サイレント・スペース」です。

安威キャンパスの中心にある附属図書館は、5号館5階に入口があります。
多くの蔵書と閲覧席を配した開放感ある閲覧室と、付設施設として宮本輝ミュージアム、
オーストラリア・ライブラリーがあります。

総持寺キャンパス 安威キャンパス

ALUMNI LIBRARY
アラムナイライブラリー 追手門学院大学附属図書館

満22歳以上、図書館の資料を使って研究・調査・学習を目的とする方は、
一般利用者登録をしてご利用いただけます。
詳細な登録条件・申請方法は、図書館HPをご覧ください。
https://library.otemon.ac.jp/

- 学外の方もご利用いただけます -

様々な学習スペースを設置。登録申請で一般の方も利用できます。

図書館０３

14 図書館 図書館 13
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学院・大学の歴史、学生生活、卒業生などを展示室で紹介。

古写真の
一番左には、
追手門学院の
創設者である
高島鞆之助が！

高島鞆之助高島鞆之助
追手門学院創設者追手門学院創設者

漆塗りで仕上げられた小さな小物入れ。
なにより特徴的なのは正面にあしらわれた古写真です。
西南戦争（１８７７年）に官軍側として参加した高位の
軍人が一堂に会しています。戦争後に撮影されたものと
推測されます。一番左には追手門学院の創設者である
高島鞆之助がいます。ほかにも日本大学の学祖である
山田顕義などが写っています。
もともとはオーストリアにあったもので、２０１１年に追手
門学院大学が購入しました。

「
写
真
つ
き
小
物
入
れ
」

お 宝 自 慢

将軍山会館ホームページ
https://www.otemon.ac.jp/facilities/other/sho_hall.html

資料の寄贈・提供は学院志研究室まで
https://www.otemon.ac.jp/research/labo/gakuinshi.html

※現在コロナウイルス感染拡大防止のため休館中です。
土日祝、大学が定める休業日、展示替期間
9 ：30 ～17 ：00（入館は閉館の30分前まで）

休  館  日 /
開館時間 /

将軍山会館には4つの展示室
があり、学院の源流と理念の継
承から、学生生活、活躍する卒
業生などを紹介しています。
特別展や企画展を開催するとと
もに、常設展示も随時展示替え
しています。卒業生や学院関係
者から学院志研究室に寄贈い
ただいた貴重な品 を々ご紹介
する場としても活用しています。

2階には明るくて開放的な自習
室があり、グループディスカッショ
ンをする学生の姿もみられます。

カフェのような雰囲気のある1階
のロビーは飲食OK。電子レン
ジや給湯も備わっているので、
お昼休みになると多くの学生で
にぎわいます。

展
示
室

自
習
室

ロ
ビー

展示室3

展示室4

自習室

2F

ラウンジ

テラス

展示室１

展示室２

ロビー

1F

テラス

中庭

テラス

エントランス

事務室

学
院
創
立
1
2
0
周
年
・
大
学
創
立
4
0
周
年
を
記
念
し
て
、

校
友
会
か
ら
の
基
金
を
も
っ
て
建
設
さ
れ
、

2
0
0
8
年
6
月
2
8
日
に
竣
工
し
ま
し
た
！

学
院
創
立
1
2
0
周
年
・
大
学
創
立
4
0
周
年
を
記
念
し
て
、

校
友
会
か
ら
の
基
金
を
も
っ
て
建
設
さ
れ
、

2
0
0
8
年
6
月
2
8
日
に
竣
工
し
ま
し
た
！

どんなところ？ 学院・大学の歴史と伝統を継承し、未来への躍進につなぐ場として、学校史展示室のほか、
自習室やロビー、ラウンジ、会議室などでは学生・卒業生・教職員のコミュニケーション空間
として利用されています。

将軍山会館０５

学生ポータルサイトをリニューアルし、学生の利便性向上を図りました。

クラウドストレージを活用し、
いつでもどこでも同じ環境で学習用のファイルにアクセスができます。

本学では、学習管理システムのWebClassを利用していますが、クラウド化による安定
化と全学でのオンライン授業に耐えうるよう、サーバ増強を行いました。

動画配信システムを導入し、安定したオンデマンド学習環境を提供しています。

・・・

・・・

・・・

・・・

・ Dropbox Businessの導入

・ Mediasiteの導入

・ CAMPUSSQUAREの導入

・ WebClassのクラウド化、サーバ増強

システム整備の一例

情報メディア課では、BYODの取り組みも含め、ICTを利活用した学生
の学習を大きく支援するため、各種ICTシステムの整備を進めています。

春学期のはじめについては、「パソコン設定サポートコーナー」という
場所を臨時で設けています。サポートコーナーには、情報メディア課の
職員に加えてSA（Student Assistant）の学生が常駐しており、一人
で設定が難しく困っている学生に対して、設定の支援を行います。
情報メディア課においては、なかなかすべての新入生を一度に集めて
レクチャーする機会を設けることが難しいため、このような形で個別に
学生への対応を行っています。

学生のみなさんには今までセットアップ済みのPC教室の端
末をご利用いただいておりましたが、BYODに伴い、今後
はパソコンの準備を自分で行っていただく必要があります。
そこで、情報メディア課ではみなさんの設定をサポートする
ため「BYODパソコン準備ガイド」を配布することにいたし
ました。設定に必要な手順をステップごとに順番に記載して
おり、1ステップずつチェックしながら作業を進めることがで
きます。この設定ガイドでも設定が困難な学生については、
情報メディア課窓口で個別に設定をサポートしています。

BYODパソコン準備ガイド

2019年度の新キャンパス開設に合わせて、新入生よりパソコンの必携化を行い、
BYODでのICT教育をスタートさせました。対象となる学年は、自分のパソコンを大学
へ持ち込み、授業や自習など様 な々場面で利用しています。コンピュータ利用について、
従来は決められた条件・場所での学習となっていましたが、現在ではBYODとなったこ
とで、場所を問わず自由度の高い学習環境を提供しています。

各種ICTシステムの整備

パソコン設定サポートコーナー

BYODの導入
（Bring your own device）

充実のサポート体制で学生の学習環境をサポートしています！

Information
and
Communication
Technology

教
育I C T

通 信 技 術を 活 用したコミュニケーション

BYODでスタ
ート！

2019年度より新たに総持寺キャンパスを開設したことで、それぞれのキャンパスに情報メディア
課の事務室を配置し、学内のシステム全体に関することから、1人1人のパソコンサポートまで広く
サポートをおこなっています。

どんなところ？

ICTを活用した様々なサービスを学生・教職員に提供しています。

情報メディア課０4安威キャンパス 

安威キャンパス ： ５号館４階
総持寺キャンパス ： ３階 アラムナイライブラリー
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お問い合わせ／学生支援課（安威キャンパス1号館1階）　TEL 072-641-9629
　　　　　　　総合オフィス（総持寺キャンパス1階）　 　TEL 072-697-8152

本学は、2020年度からスタートした国の高等教育修学支援制度（給付型奨学金・授業料減免）の対象機関です。
住民税非課税世帯又はこれに準ずる世帯（世帯の年収の目安は約380万円以下）の学生が、この制度の対象となります。
2021年4月頃に申請を受付ける予定ですので、学内の案内をご確認ください。（学生にはCAMPUS SQUAREにて案内予定）
申請制のため、必ず所定の期間内に申請する必要がありますのでご注意ください。

◆ 高等教育修学支援制度
　（給付型奨学金・授業料減免）
　  について

※1 前期末までの修得単位数が、2年生31単位以上、3年生62単位以上、4年生93単位以上であること
※2 [学業型] 前年度1年間のGPAが3.7以上であること　[学業・課外活動型] 前年度1年間のGPAと前年度の課外活動等ポイントの合計が3.5以上であること

奨学金の種類 対象 申込時期 給付金額 給付
時期

採用
人数 家計基準 学業成績

基準

全学年 年間授業料相当額の半額 30名 ※1

桜みらい奨学金
学業・課外活動奨励型

2年生
以上

【2020年度以降入学者】
ランクにより異なる

S：年間授業料相当額
A：年間授業料相当額の2/3
B：年間授業料相当額の1/3
C：200,000円

S：750,000円
A：500,000円
B：375,000円
C：200,000円

【2019年度以前入学者】
ランクにより異なる

約
100
名

①給与収入
　　　：841万円以下

②給与収入以外の所得
　　　：355万円以下

※1

※2

2021年
6月初旬

2021年
6月初旬

日本学生支援機構
第一種奨学生
推薦基準に準じる

2021年
10月

2021年
10月

教育後援会
給付奨学金

追手門学院大学及び教育後援会が実施する給付型奨学金の2021年度の予定は次のとおりです。
申込の基準として家計基準・学業成績基準がありますので、申込時にご確認ください。2021年度 奨学金情報

サッカー部やラグビー部が使用している人工芝第1グラウンドをはじめ、チアリーダー部やバスケット
ボール部などが使用する体育館、文化系団体のため音楽練習場や茶室、アートルームなどがあります。
これらを含めた活動施設の総面積は、約38,053㎡あり、日々 活動に打ち込める環境が整っています。

活動施設

など、これら以外のクラブも
輝かしい成績を残しています！！

2 0 1 9年度秋季リーグ戦1部昇格！！
20 1 9年度関西学生サッカーリーグ2部A昇格！
20 1 9年全日本インカレ出場！
20 1 9年度Bリーグ3位！創部初！
20 1 9年関西学生大会総合優勝！
20 1 9年全日本学生大会2位！

【硬式野球部】
【サッカー部】
【陸上競技部】
【ラグビー部】

【少林寺拳法部】

主な成績

2019年度のクラブ加入者数は、男子967人、女子432人。全学生の2～3人に1人がクラブ活動を行っている状況です。
高校時代からしていたことを大学でも継続して行ったり、大学ならではのクラブに加入したり、未経験の初心者でも大学か
ら始める学生も多数います。クラブ所属学生は学業と両立し、学生生活を彩り豊かに過ごしています。

2019年度のクラブ加入者数は、男子967人、女子432人。全学生の2～3人に1人がクラブ活動を行っている状況です。
高校時代からしていたことを大学でも継続して行ったり、大学ならではのクラブに加入したり、未経験の初心者でも大学か
ら始める学生も多数います。クラブ所属学生は学業と両立し、学生生活を彩り豊かに過ごしています。

クラブ活動

体育系・文化系合わせ51の公認クラブがあり、茨木安威キャンパスにあるグラウンド、体育館、
松籟庵（茶室）、スタジオ等を中心に学内外で日々活動しています。
また、追手門学院大学及び教育後援会は、給付型奨学金を実施しています。

詳しく知る

学生生活に彩りを。クラブ活動と学業の両立を応援します！
学生支援課０７

月曜から金曜の授業期間中、ごはんや追手門食堂（安威）・追手門学院食堂（総持寺）
にて、朝定食を提供しています。あつあつのごはんとお味噌汁に加えてお好きな小鉢を
2品選ぶことができます。一人暮らしの学生やクラブ活動をしている学生など、多くの学生
が利用しています。教育後援会からの補助により、8：30～10：00までは学生特別価格
100円で利用できます。（一般の方には280円で提供しています。）

朝定食 学生特別価格 100円！

カフェテリア形式で一品料理アラカルト・オムライス・丼物・麺類等、
多彩なメニューを提供しています。日替わりのアラカルトやサイドメニュ
ーを組み合わせて、自分だけのオリジナルランチを楽しむことができ
るのも魅力の一つです。視聴覚機器を備えたコンベンションルームも
あり、各種イベントを行うことができます。

和
食
を
中
心
と
し
た
定
食
は
栄
養

も
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
満
点
で
す
。他
に

も
麺
類
・
丼
物
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
、デ
ザ
ー
ト
の

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は
1０
種
類
以
上
か

ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。全
メ
ニ
ュ

ー
お
手
頃
価
格
な
の
も
嬉
し
い
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

店
内
は
テ
ラ
ス
席
も
あ
る
ゆ
っ
た
り

と
し
た
空
間
で
、勉
学
の
合
間
に
く

つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ま
す
。デ
ザ
ー
ト
は
併

設
し
て
い
る
O
G
カ
フ
ェ

が
お
す
す
め
で
す
。ド
リ

ン
ク
メ
ニ
ュ
ー
を
は
じ
め
、

神
戸
発
の
は
ら
ド
ー
ナ
ッ

ツ
や
一
番
人
気
の
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
も
種
類
豊
富
に

提
供
し
て
お
り
、学
生
や

一
般
の
お
客
様
に
も
大
人

気
で
す
。

総
持
寺
キ
ャ
ン

パ
ス
の
食
堂
の

メ
ニ
ュ
ー
も
、和

食
を
中
心
と
し

た
定
食
で
栄
養

も
ボ
リ
ュ
ー
ム

も
満
点
で
す
。

他
に
も
麺
類
・

丼
物
・
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
な
ど
多

彩
な
メ
ニ
ュ
ー

を
取
り
揃
え
て

安
威
キ
ャ
ン
パ
ス

食
堂
棟
１
階

安威キャンパス ： 食堂棟2階

総持寺キャンパス

LIBRE

追手門学院食堂
OGカフェ

ご
は
ん
や
追
手
門
食
堂

テラス席もある広 と々した食堂には、２つのフロアがあります。
各階それぞれおすすめメニューを展開しており、品揃えも豊富です。

全面ガラス張りで、明るくゆったりとした店内には、
食堂だけでなくカフェ・コンビニ・まちライブラリーを併設しています。

安威キャンパス

総持寺キャンパス

お手頃価格で栄養もボリュームも満点！ 一般の方もご利用可能です。

食堂０６安威キャンパス：１号館１階 / 総持寺キャンパス：１階

18 学生支援課 食堂 17



　
私
が
参
加
し
た
タ
イ
国
際

協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、観
光

客
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
タ
イ
東
北
地
方
の
街
に
、

学
生
の
現
地
実
体
験
を
基
に

観
光
誘
致
案
を
企
画
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
後

の
自
身
の
大
き
な
変
化
は
、

「
自
分
で
考
え
・
行
動
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
」で
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
や
っ
て

終
わ
り
」で
は
な
く
、そ
の
後

の
発
展
が
あ
る
こ
と
も
特
徴

で
す
。

　
タ
イ
国
政
府
観
光
庁
様
へ

の
研
修
成
果
発
表
や
、こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
盤
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。こ
れ

ら
を
通
し
て
、「
能
動
的
に
行

動
で
き
る
」人
物
像
に
近
づ
い

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

経
済
学
部

経
済
学
科
4
年

加
地　

龍
也
さ
ん

タ
イ
国
際
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
タ
イ

留
学
先

「
や
っ
て
終
わ
り
」で
は
な
い
留
学
体
験

　
私
は
、ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
州
に
位
置
す
る
、フ
ェ
リ
ス
州

立
大
学
に
9
ヶ
月
間
留
学
し
ま
し
た
。留
学
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
は
、「
英
語
で
何
か
を
身
に
つ
け
る
大
切
さ
」で
す
。

英
語
を
学
ぶ
た
め
に
留
学
し
た
私
に
対
し
、他
国
の
留
学
生

は
英
語
で
専
門
分
野
を
学
ぶ
た
め
に
来
て
お
り
、自
分
が
英

語
の
み
を
勉
強
し
て
い
る
こ
と
、専
門
分
野
が
な
い
こ
と
が

と
て
も
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。で
す
の
で
、留
学
を
考

え
て
い
る
方
は
、「
英
語
で
何
を
学
び
た
い
の
か
」を
考
え
る

こ
と
が
非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
地
で
の
出
会
い
や
経
験
は
一
生
の
思
い
出
に
な
り
ま
す

の
で
、ま
だ
留
学
の
目
的
が
明
確
で
な
い
方
も
是
非
挑
戦
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

国
際
教
養
学
部

国
際
教
養
学
科
4
年

的
場　

早
知
さ
ん

アメ
リ
カ  

フェ
リ
ス
州
立
大
学

留
学
先

英
語
で
何
を
学
び
た
い
の
か

国際交流教育課では、様々な国際交流に関する活動を推進しています。
留学・国際交流に関するご相談を随時受け付けています。

どんなところ？

安威キャンパス ： 中央棟2階／総持寺キャンパス ： 2階
国際交流に関する活動をサポート！

国際交流教育課0９
【留学体験談】

学習環境が整っていて、
積極的に交流や勉強できる！

気軽に参加できて、
短期留学の前の自信につながった！

日本にいると英語を話す機会は少ないですが、E-COでは留学生が多く英語を話す機会が作れます。
また学習環境が整っていてE-COスタッフのバックアップもあり英語学習がしやすいです。積極的に他
学部、他学年と交流ができ、E-COで出会ったことがきっかけで就活などのアドバイスもいただけました。
E-CO内の自習スペース等を使ってTOEICを勉強しています。教材を多く取り揃えられているので、自分
に合った教材を選択し、勉強ができます。

国際色豊富なところが魅力的で、何度も来たいと思える場所です。アットホームな雰囲気なので、寂しくあ
りません。イベントもたくさん行われていて、特にハロウィンやクリスマスは盛り上がるので海外にいる気
分になれました。短期留学の前に、たくさん英語に触れる機会があったことで自信に繋がりました。
E-COのインターンシップも参加し、イベントの企画や準備を行い、周囲の人と情報を確認しながら進め
ていくことの大切さを学びました。 国際教養学部国際日本学科 ２年

佐藤　淑美さん

社会学部社会学科 3年
小林　倫太朗さん

VOICE
E-COの好きな

ところは？
利用者の声

インターン生として参加中の佐藤さん

パーティーに参加中の小林さん（一列目左端）

English Cafe at Otemon（E-CO）は安威・
総持寺両キャンパスにあります。
語学レベルに関係なく利用ができ、語学や異文
化に興味のある学生の為の施設で、英語圏の専
任教師が常勤しており、学生スタッフも様々な活
動を行っています。

一対一の会話レッスン、学習サポートを受けられ
ます。国際交流イベントも実施しており、世界各国
の友達を作ることができます。
スタッフも利用者もフレンドリーで、目標を持って
学んでいる学生が多く、良い刺激を受けながら語
学と社会性を磨けます。

Global Space
キャンパス内の

総持寺キャンパス

安威キャンパス

学部問わず利用でき、語学を楽しく学べる施設です。一人一人の自律学習をサポートする先生、
留学生、日本人の学生との国際交流をとおし、社会性も磨けます。

どんなところ？

安威キャンパス ： 中央棟2階
総持寺キャンパス ： Global Studio

気軽に参加できる国際交流イベントも実施！

English Cafe at OtemonEnglish Cafe at Otemon0808
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学
生
チ
ー
ム
が
調
査
や
企
画
実
施
を
手
掛
け
る

「
小
豆
島
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」

中
高
生
か
ら
社
会
人
ま
で
活
用
で
き
る

「
追
大
ロ
ジ
コ
ミ
・メ
ソ
ッ
ド
」の
開
発

学
び
・
対
話
し
・
分
か
ち
合
う

「
参
加
型
研
究
会
シェ
ア
ラ
ボ
」

　

茨
木
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
小
豆

島
と
連
携
し
、学
生
研
究
員
に
よ
る
チ

ー
ム
が
２
０
１
６
年
か
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

調
査
を
進
め
て
い
く
中
で
、ビ
ー
ル
醸

造
所
と
の「
茨
木
×
小
豆
島
コ
ラ
ボ
ビ

ー
ル
」企
画
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。学

生
が
醸
造
を
手
伝
い
、茨
木
市
名
産
の

見
山
赤
し
そ
を
副
原
料
と
し
た
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
試
作
品
が
ま
も
な
く
完
成

し
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
ビ
ー
ル
の
広
報
を
通
じ

て
、茨
木
と
小
豆
島
の
交
流
を
深
め
、

島
の
秋
祭
り
や
地
場
産
業
に
も
関
わ
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　

2
0
2
0
年
度
よ
り
ア
ク
ティ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
主
体
的
学
び
）が
義
務
教
育
で
始
ま
り
、順
次

大
学
ま
で
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

ア
ク
ティ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
め
ざ
す「
主
体
的
で
、

対
話
的
な
、深
い
学
び
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

論
理
的（
ロ
ジ
カ
ル
）に
考
え
、分
か
り
や
す
く
伝

え
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
必
要
に
な
る
と
考

え
、研
究
と
手
法
開
発
を
行
い
ロ
ジ
コ
ミ
・メ
ソ
ッ

ド
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

関
連
書
籍『
一
人
で
思
う
、二
人
で
語
る
、み
ん

な
で
考
え
る
|| 

実
践
！
ロ
ジ
コ
ミ
・メ
ソ
ッ
ド
』が

２
０
２
０
年
７
月
に
岩
波
ジ
ュニ
ア
新
書
か
ら
発

行
さ
れ
ま
す
。授
業
で
も
日
常
で
も
使
え
る
メ
ソ
ッ

ド
で
す
の
で
、中
高
生
の
皆
さ
ん
に
も
大
人
の
方

に
も
、ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
一
冊
で
す
。

　

学
外
ゲ
ス
ト
対
談
と
意

見
交
換
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を

行
う
研
究
会
を
年
数
回

開
催
し
、一
般
公
開
し
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
７
〜
２
０
１
９

年
度
は「
私
の
仕
事
」を

年
間
テ
ー
マ
と
し
て
、多
様

な
職
種
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。学
生
・
教

職
員
か
ら
一
般
の
方
ま
で
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

↑総持寺キャンパスで開催されたシェアラボの様子

↑小豆島のビール醸造所にて
　仕込みを手伝う学生研究員

↑冊子としてまとめられた追大ロジコミ・メソッド

33
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project

project

　

日
本
は
今
、成
長
の
時
代
を
経
て
、成
熟
社
会
に

向
か
っ
て
い
ま
す
。豊
か
な
時
代
に
あ
っ
て
、将
来
に
漠

と
し
た
不
安
を
抱
い
て
い
る
若
者
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。真
の「
成
熟
社
会
」と
は
、「
多
様
な
価
値
観
を

認
め
、自
ら
の
生
き
方
を
選
び
取
り
、誰
も
が
か
け
が

え
の
な
い
人
と
し
て
成
長
で
き
る
社
会
」で
す
。

　

成
熟
社
会
研
究
所
で
は
、鳥
瞰
的
・
横
断
的
視
点

を
持
っ
て
伝
統
と
革
新
の
中
か
ら
物
事
の
本
質
を
と

ら
え
、若
者
の
自
立
と
社
会
環
境
に
関
わ
る
調
査
・

研
究
・
提
言
を
行
い
ま
す
。

「
志
」の
あ
る
個
人
を
育
て
る
。

自
立
し
て
生
き
る
力
を
備
え
た
、

学院の教育理念である「独立自彊・社会有為」の実現を目指し、様々なプロジェクトに
取り組んでいます。また、社会に開かれた研究所として、多様な学びの場や活動の機会
を創出し、教職学連携による実践的な調査研究を行っています。

どんなところ？

安威キャンパス ： 研究棟６階若者の自立と成長のために。
成熟社会研究所１１

真
の「
成
熟
社
会
」と
は
？

大
阪
府 

高
校
国
語

心
理
学
部
心
理
学
科　

河
本 

麻
耶
さ
ん

「
教
師
に
な
り
た
い
！
」と
い
う
思
い
。

教
員
採
用
試
験
に
受
か
る
た
め
の
一
番
の
武
器
は
、こ
の

「
思
い
」だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
大
学
に
は
、と
て
も
整
っ
た
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。仲
間
と
と
も
に
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

大
阪
府 

小
学
校

経
済
学
部
経
済
学
科　

鳥
井 

皓
平
さ
ん

絶
対
現
役
合
格
を
す
る
！
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ

て
、こ
こ
ま
で
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。合
格
へ
の
道

は
茨
の
道
で
す
。し
か
し
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
道
案

内
を
し
て
く
れ
る
先
生
方
、実
際
に
合
格
し
た
先
輩
方

も
い
ま
す
。教
員
を
目
指
す
仲
間
と
一
緒
に
合
格
へ
の
道

を
突
き
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
豊
能
地
区 

中
学
校
社
会 

心
理
学
部
心
理
学
科　

山
野 

健
太
さ
ん

思
い
描
く
理
想
の
教
師
を
目
指
し
、生
徒
一
人
ひ
と
り

の
個
性
の
輝
き
を
見
つ
け
、本
気
で
関
わ
っ
て
い
け
る
、熱

く
も
細
や
か
な
配
慮
の
で
き
る
教
師
に
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
諦
め
ず
、未
来
に
つ
な
が
る『
今
』を
大
切

に
、で
き
る
こ
と
を
コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
阪
府 

中
学
校
英
語

心
理
学
部
心
理
学
科　

伊
藤 

依
里
佳
さ
ん

合
格
発
表
日
、大
阪
府
教
員
採
用
試
験
の
サ
イ
ト
に
自
分

の
番
号
を
見
つ
け
た
と
き
の
こ
と
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

様
々
な
感
情
が
入
り
混
じ
っ
て
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

支
援
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
や
周
り
の
支
え
が
な
け
れ
ば
、

こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
は
で
き
な
かっ
た
と
思
い
ま
す
。力
に

な
っ
て
く
れ
る
、頼
れ
る
場
所
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
が
た

かっ
た
で
す
。

現
役

合
格

現
役

合
格

現
役

合
格

現
役

合
格

２
０
１
８
年
度 

２
０
１
８
年
度 

２
０
１
９
年
度 

２
０
１
７
年
度

3年連続、教員採用試験に現役合格！

教員採用試験対策

教
職
志
望
者
対
象
ガ
イ
ダ
ン
ス

先輩が後輩を指導

模擬授業練習

前
年
度
教
員
採
用
試
験

合
格
者
に
よ
る
講
演
会

近隣小学校との交流

写真で見る教職支援センター

教職支援センターでは、教員を志す学生および卒業生に対して、教職に関する学習支援や
教員免許取得、教員採用試験対策など、教員養成に必要なさまざまな支援を行います。

どんなところ？

安威キャンパス ： 中央棟B1階就職活動や資格取得をサポート！
教職支援センター１０
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追手門学院大学教育後援会
〒567-8502 茨木市西安威2-1-15

TEL 072 (641) 9669 / FAX 072 (643) 9414
http://www.ogu-kyoikukoen.com

キャンパスや学院の紹介、
教員や先輩からのメッセージ、
頑張る追大生の声など、様々なコンテンツを配信中！

追手門学院 YouTube

追手門学院公式チャンネルで配信中！動画でキャンパス見学！

ページ下部より登録してください

http://www.otemon.jp/otm-m/QRコードを読み取れない
場合はこちら

学院及び学院外郭団体（教育後援会、大学校友会、校友会山桜会等）の最新情報、
イベント情報、活動情報などの有益な情報を配信してまいります。
是非この機会に学院メールマガジンのご登録をお願い申し上げます。

メールマガジン登録
学院の情報をメールマガジンでお届け！

（茨木総持寺キャンパス）

（茨木総持寺キャンパス）

（茨木総持寺キャンパス）

（茨木総持寺キャンパス）

（茨木安威キャンパス）

（茨木安威キャンパス）

（茨木安威キャンパス）

（茨木安威キャンパス）

072-697-8195
072-641-9628

072-641-9611

072-697-8157
072-641-9505

072-697-8174
072-641-9632

072-697-8150
072-641-9627

072-641-9614

学生相談室

財務課（学費チーム）

就職・キャリア支援課
資格サポートコーナー

就職・キャリア支援課

学生支援課

教務課
※各学部への直通電話番号は大学HPにて掲載

（学生相談・心理的ケア等に関することなど）

（課外活動・奨学金・落し物・
 スクールバス・定期券に関することなど）

（学業・修学・休学・履修・成績・各種証明書発行に関することなど）

学生相談について

学費について

各種資格講座について

就職･進路支援について

学生生活について

授業関係について

各種お問合せの際は、以下より担当部署・電話番号をご確認のうえ、お問合せください。
こちらに記載のないものに関しましては、大学HP「お問い合わせ」ページにて詳細一覧を掲載しております。

- 各種お問合せ先一覧 - 

http://www.otemon.jp/otm-m/
http://www.ogu-kyoikukoen.com
https://www.youtube.com/user/otemongakuin/
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